保育者養成校における領域「表現（造形の分野）」の教授内容と方法に関する研究―教育実習の内容から養成校における関連科目の指導内容や指導法を探る― by 松下 明生



























































































































・調査日時：2016 年 11 月の教育実習Ⅰ（2 週間）直後の授業（図画工作Ⅰ）にて実施






































　1 年次の教育実習Ⅰで、先述したとおり実習園には、【2017 年度（平成 29 年度）幼稚園























・調査日時：2017 年 6 月の教育実習Ⅱ（2 週間）直後の授業（教育実習事後指導）にて実
施



















































　今研究の対象学生に取ったアンケートは、2016 年度入学生の 11 月期と、同学生が 2 年
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で、1 年次の教育実習Ⅰの回答紙に、「やっていない」と回答した 78 名を追跡して 2 年次
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*Nagoya Ryujo Junior College
A Study on the Teaching Method of Art and Craft at a Kindergarten 
Teacher Training College
Matsushita , Akio*
キーワード：幼児教育・造形表現・教育実習・図画工作・造形能力
　短期大学や四年制大学の教育実習に際しては、実習担当者の指導の下に様々な
取り組みが行われ、学生達は、教員になるための学びを享受している。教育実習
の中身としては、観察実習から見学・参加・援助・指導などと園や学校で幼児や
児童・生徒と関わり、教育者になるための学びを経験習得している。造形表現の
学びに於いても、責任実習・部分実習として学生は指導案を書き、実際に授業を
行うことをする。短期大学等に於いては、実習をⅠとⅡ等と分けて行っていると
ころが多い。実習で学ぶ内容は、ⅠとⅡで内容や項目を変えて実施のお願いをす
る。ところが、実習園では区分を明確にせずにⅠであってもⅡの内容にまで行う
場合が少ないということを調査した。その事実をもとに、保育者養成校では、学
びの内容や事前の指導等についても各教科目との連携をはかって、充分な学びを
保障し、より良い実習になるべく調整と授業構成等への再考などをする必要性な
どを説いている。教育実習Ⅰでは、体験・見学・参加までとした内容から、Ⅱの
内容までの広がりを見せている園が殆どであることを認識する必要性についても
説いている。
